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まず礎質の RR染色所見 と酸性 ムコ多糖の所在 との
関係について述べ,次にタンテン酸固定模本の所見に










し.ガラスナイフを用 いて LKB-Ultrotom で超薄
切片を作成 し,ウラニル ･鉛の重染色を行 った.
酵素消化試験 : 組織を厚さ0.5mm以下に薄切 し,
2.5%グルタルアルデヒド(0.1Mcacodylate緩衝液 p
H7.4)で4oC,30分間固定 ,次いで4oC.12時間 同
緩衝液で充分に洗浄 した後, 37℃ で 酵素処 理を行
った(表1).一部の組織は未固定のまま酵素処理を行
った.酵素処理をした試料は同緩衝液で洗浄 し,上述
と同 じ方法で RR処理またはタンニン酸固定 を行 っ














酵 素 緩 衝 液 (pH) 酵素濃度 作用時間(
間)Streptomyceshyaluronidase 0.1M Acetatebtdfer 20′∠/ml 3-24(生化学工業)
(pH5.0)ChondroitinaseAC 0.1M Cacodylatebufer
lil/mi 3-24(生
化学工業) (pH7.5)ChondroitinaseABC 0,1M TriS-HClb
ufer 1〟/ml 3-
24(生化学工業) (pH8.0)Elastase 0.1M TriS
-HClbufer 1mg/ml 3-
6(Sigma,TypeⅢ) (pH8.0)Trypsin 0.
1M Tris-HClbldfer 1mg/ml 3-24
(Sigma,TypeⅠ) (pH7.8)+4mM CaCl2ChymotⅣp
sin 0.1M Tris-HClbldfer 1mg/ml 未固定(worthgt
onchemicalCo.) (pH7.8) 十4mM CaC12 1-24Cdlagenase 0.1M Tris-HClbuf
fer(pH7.4) 十0.2M NaCl4m C 12 1mg/ml 未固定(Sigma,TypeⅢ)
(500p) 1-4単な記載に止める.

















化13-15日日 : 大動脈壁の構成細胞 には平滑筋細胞と
線維芽細胞への分化が現われる.平滑筋細胞は互いに接触







































は RR陽性物質で接着するが網状構造の介在 はみ ら
れない.弾力線維の表面は RR弱陽性の架状物質 で










状物質 (直径約150A以下)がびまん性 に凝集 した像
を呈する.ときどき辺縁が濃染した不整形の粒子状物○







よび トリプシンを作用させ,髄質の RR染色 による
形態学的変化を検討 した (表 1).


































































































































































することがで′きるが. micro負brilが弾 力線維 の固
有成分か′否かについては意見が分かれる.弾力線維の
形成過程において,集積 した microfibrilの中に無









ゾーム分画 (micro負bril)に分け.それぞれの ア ミ
ノ酸組成を調べたところ,その変動が一定の相関を示
すことを観察 し. microfibrilはエラスチ ンの前駆
517
物質であると結論 している.
一方,Rossと Bornstein33) は microfibrilが
エラスターゼやコラゲナーゼに抵抗があり,キモ トリ
プシンで消化されること,及びmicrofibrilの ア ミノ
酸組成はェラスチンのそれとは異 な ってい ることか
ら, microfibrilはエラスチンやコラゲ ンとは別 の
糖蛋白から構成されるもの と推論 してい る. また ,
Waismanら34)は銅欠乏動物では動脈 エラスチンの架
橋が障害されるが,分離 された弾力線維の micro負-
brilは正常動物の microfibrilと形態学的 に も化
学的性状においても同一であることから, micro丘b-
rilはエラスチンと異なった物質 であ ると考 えて い
る.
最近,Robertら14)ぉよび McCulaghら35)は純
化 した弾力線維から分離 した無構造部分と microfi-
brilについて.生化学的分析および免疫化学 的反応
を行った結果,無構造部分は弾力線維固有のエラスチ



















































らかではない. Robertら14)は陰性荷電 の糖蛋 白が

























































































































































































写 真 説 明





















の表面およびコラゲン線維 (Co)の裏面は RR 弱陽






























写真14.筋化12日中腹 .RR 染色 .平滑筋細胞
(S)の基底膜 (B)は RR陽性を示し,それに接 し
て弾力線維 (Ef)がみとめられる. ×45,000.
写真15.筋化21日中膜.タンニン酸固定.平滑筋細







































Thechick embryo aorta wasstudied by electron microscopy,in an attempt
to elucidatetheultrastructureand chemicalnatureoftheground substanceand
elasticfibers.
Theground substancestained with ruthenium red wasfound in theform of
anetwork consisting ofdensegranulesand interconnecting filaments.Itwassu-
ggestedthatthemacromoleculesdifuselydistributedinthegroundsubstancewere
precipitatedby thefixativeasacondensed network. Enzymatic digestion tests
indicatedthatthegranulesand filamentscontained largely sulfated protein-polysa-
ccharides and hyaluronate,respectively.
Theobservationsofelastogenesisand enzymaticdigestion led usto thecon-
clusion thatthe microabrilsassociated with elasticfibersconsisted ofdiferent
protein(possiblyaglycoprotein)from elastinandthuswerenotregardedasthe
integralconstituentsofelasticfibers.
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